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2004年3月にアメリカ赤十字の38の地域血液センターすべてにおいて、  
成分採血由来の血小線瓢柳こおける細菌汚染についてルーチンの品  
質管理試験を行った。細菌試験の最初の10ケ月で350，858例中228例  
が初期陽性であった。初期陽性のものにつき再度検体採取したところ、  
88例で細菌汚染が確耽され、醸性率は0．01…であった。阜離された細  
菌はブドウ球菌属（47，1射、連鎖球菌属（2¢．5射、グラム陰性革（17．¢％）  
であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性輸血  
反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコアケラーゼ陰性  
ブドウ球菌が原因とされた。  

出典   

Tran8fuさion2005：  
45：1845－1852  

感染症沖T〉   

細菌感染  

■■■■■●－■－●■●■●－－■曽■－■●■■■■■－■－－－●■■－■■●■●■■■－  

、、無症候億の58歳男性由来の血小板が単球痘リ  
細菌感染  

Transhsion2000；  
48：805－309  ステリア喘性であった。／くルスフィールドゲルt気泳動／くターンはCDC  

データベース中の他の2例の単球症リステリア分離株と一致したが、疫  
学的な関連性は見られなかった。  

す古繕広兼：ス弓三ニデジ前面薩傍線が錮茄じモ茄葛：離主柱－  感染  
Eurosun／e‖an¢e  

2005：10（＝）：  

051110  
交渉する男性の間で激増しているためで、2004年は前年比禍増の用2  
例で、1980年代半ば以来最高となった。感染の80％は男性間性交渉、  
38％は男女間性交渉によるもので、約半数（97例〉がストックホルム都で  
報告されている。ストックホルム都外の症例のうち2例は海外で血液製  
剤により感染した。  

一●●●■■■■一一■一●－■●■－■－■－■－－●－－■－－■－●■■■■■■■■－■■■■■■  

名が200さ年8月～9月ドミニカ共和国東部を旅行した後に  ProMod20051015  －0070  
マラリア  

熱帯性マラリアを発症した。マラリア薬の服用匿はない。過去12ケ月以内  
に輸血、臓器移植歴もない。  

■■●■■●■■■■●－一●一一－－－■－－－－－－→－●一－－－－－■●■－－●■●■■－一●■■－■ 月5－8日に米国保健省血液安全安定供給絶間委員会で、イ  
AABBWeekレ  
Repo止2008：  

12（2）：卜3  

才三方）〔王ジず  

ンフルエンザの大流行とその血液供掛こ及ぼす影響について議論され  
た。特に短期生存型血小額の供給が脅かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染問題も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

称jてぶおド〔〃ジラガ羞乃憾革新新芽毛）［亨主ピ  
鳥インフルエン ザ  

Nさtur82005；437  

：1108  ルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見された。患者は予防tから開  
始し、のち高用圭（治療量〉投与され、回復した。高用土投与後はウイ  
ルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビ  
ル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。－   
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島インフルエン  感染疲髄昭   ザ  
出典   

WHO  
http：／／www．who．in  

t／osr／don／2006＿0  

2＿21b／en／index．ht  

ml  

概要   

トリインフルエンザの流行がアジア、アフリ九ヨーロッパの国々に広  
がっている。2006年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した園は、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぽる。  

パルボウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価により、症状が  ／くルポウイル ス  

2005：41：120卜  

Clinlnfe¢tDis  1203  

早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

ウム（SDS）によるプリオンの不活性化について  JViro12006；80：  

322－331  検討した。ハムスターSc237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト・  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、SDS浪  
虔、暴露期間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSc237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線に付着したヒト8CJロブリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  

去された。この知見は手術器具や歯科用機許などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

misfoはingcyclj¢amPl伽8tion）  NatM8d2005：11  
882－985  法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させた。標準的な検出方法で  

川OPMCAサイクルで感度が8600借上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、陣Ps¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中打PさG検出に成功し  
た。血液中でPげ＄Gが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病・  

Nature2005：437  
257－261  及び変換活性との関係を調べたところ、14－28PrP分子に相当する凝集  

塊を持つ非線維制子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  

示唆された。  

リスザルの脳内に棒  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JViro12005：79：  

13794－1379¢  種したところ、リスザルは進行性神権変性疾患を発現した。リスザルの  
脳租鰍こは汁P帽8が検出され、海綿状変性が認められた。葺長類に  
CWDが感染した初めての報告である。   
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惑譲嘘儒昭   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

概要  出典   

N如Mod2005：11  
1137－1138  

いる818頭のヒツジについて嗣べ  イダノアのサッサリ地方で飼育されて  
たところ、そのうち281頭がプリオン病に対する感受性を与えるPrnp対立  
形質を有していた。7額が明らかなスクレイピーであったが、脇、リンパ  
節、＃桃腺でP貯Scが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100頭割こついて乳腺を組織学的に調べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4謂では乳腺においてP貯＄¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272頂lこついても同様の鯛査  
を行ったところ、1預が同様の所見を呈した。侵性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPSoの沈着が予期せぬ組紺こ広がることが示さ  
れた。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

月¢日時点でOJD死亡患者総  ProM亡D20060112  －0070  数（BSEと関連があると思われるvCJDを含む）は153例で、内訳lまvOJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性側における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経廟  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。  

患者は、供血後20ケ  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省PreさS  

Statement  
http：／／wwⅥ．hpa．0r  

g刃〟hpa／new8／ar  
tiQle8／町eSら帽loa  

SeS／2008／080209  
＿dd．htm  

月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
voJロを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血焚分国製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血故にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約＄0人のうちの一人  

だった。対象者は全点vcJD暴露の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防博せを  

講じるよう求められている。  

987年から19弼年の間に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
ウイルス感染  

2005；43：5428－  JGIinMiGrObi01  5434  結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者用例  

から採取した新＃pBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型1¢ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMG検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。P8M¢はHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   
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感染症洋昭   
ウイルス感染  

ユニオン島では2006年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人 にした 
達。モーJシヤス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの取除  
を決定した。  

から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
コロナウイルス 感染  

S（）knc82005：  

310：676－679  液、糞、唾液を採取し、血清検体および集または唾液由来cDNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ重吉桟により分析した。その結果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸静症候群くSARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  
あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SトCoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS先生の原因ウイ  
ルスがSL－CoV群の一見であったことを示す。  

ClinlnfeotDis  
2008：42：634－639  新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に関連する可能性 があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  コロナウイルス 感染  

考えられる。  

エボラ出血  年から2003年にかけて発生したヒトと大型望  Nature2005：438：  

575－578  長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動1如こおい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝鹿と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR悌性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる附こ検査されたためと思われる。  

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ  
レーシアでデング熟が流行している。死亡者も多数でている。   

芋ジグ覿■■…  
ProMed20050928  －0040  

」＿………．」．  L＿‖」．…＿＿…‥   
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感染癒そ印 字ジグ感■…‘  
渋典   

8l00d2005；106：  

AbstraGt＃5331  

ックを発症し、死  

後解剖でデンダウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた6歳の少女は移植後5日目に全身紅班、6日目に発  
熟を発症し、抗生物質の授与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデング  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、テンゲウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

ウエストナイル  
ウイルス  朝日鏡面‾査6占畠建一 10月3日  厚生労働省は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社員が 米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感 染例である。  
ウエストナイル  
ウイルス  

米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  CDC／MMWR  
2005：  
54（Dispat¢h）：卜3  

名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから採取された血清および血  
渠サンプルの検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は陽性を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。  

2005年8月－9月にニューヨークとへ○ンシルハ●ニアで臓器移個を受けたレシピエン トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。勝算移植によ  ウエストナイル  
ウイルス  

CロC  

h恍Pノ／仰〟．Cdc．g  

ov／nGidod／dvbid／  

WeStn粘／qa／trans  
fusion．htm  

第47回日本臨床  

血液学会総会  
2005年9月り－19  
日  

る感染は、ドナーの血液が核酸増鴨頗験陰性、IgM、IgG抗体愕性の場  
合にも起こる可能性がある。  

重篤なB型肝炎を生じた  B聖肝炎  

症例を枚数経験した。全例とも治療前のH馳抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。HB8抗体およぴHB¢抗体悌性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いHBVの再活性化が生じたと推測される。  

HB8Ab陽性で、同種造血幹細胞移植をうけた患者  
B型肝炎  

第47回日本臨床  

血液学会総会  
2005年9月17－柑  

日   

東主掴盲諌磋‘  
事業学会総会  
2005年10月12－川  

巳‥‖‖‥‖．＿‖  

¢例のうち1例が、移植後15ケ月で助症B型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタノングする必要があると考えられる。  

B型肝炎  日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  

症例の現状とその傾向について解析した。   
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捺染疲沖耶   

C型肝炎  

出典   

JClinMkrobio1  
2005：43ニ4413－  

4417  

概要   

●■■●▲●■■●■■■■■一●■■●■●●■■●■ ■■■■■■・■■■■■■ ■■●－－ －■■■■－ ■■■■■■●●●●■■ HCV悌性患者の唾液及び歯内浦溶出液（QCF沖のHCV－RNAを定量し たところ、18例中14例で、唾液検体では陰性であったが、GCFでは  
HCV－RNAが放められた。また26例中20例で唾液中よりGCF中のHCV－  
RNA値が高かった。HCVの感染線路を考察する必要がある。  

C型肝炎  
The43rdAnnu81  
MeetingofIDSA  
2005年10月8－9日  

～4月にかけて、あるへ¶インクリニックで3回の処置を受けた急性  
C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにHCVに感  
染していた。複数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。  

E型肝炎  2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  

の病院で8例先見された。∈型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

JM8dViroI2006；  
78：473－475  

日本赤十 字社  人免疫グロブリン  人免疫グロ  
ブリン  

人血液  
日本  

有効成分  H】V  ドイツで初めてB／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  
JMedVir012006；  
78：311－317  （H）V－1）が同定された。このウイルスは、NucJiSen＄eH7V－1QTa＄Say  

（OrganonTecknjka／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5te8t  
（RQCheMolecuIarSy＄temS）ではLCxHⅣRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratories）に比べ有意に低値を示した。プライマーとブロー  
プ縮合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量羞の原因である。川∨－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定主に影響を与えることに  
注意すべきである。  

1月5～¢日に米国保健省血液安全安定供給蘭聞手員会で、イ  インフルエンザ  AAB8W閃kly  
Report2008；  
12（2）：卜3  

ンフルエンザの大流行とその血液供給に及ぼす影響について随諭され  
た。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染間想も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

ベトナムのトリインフルエンザ感染者においてオセルタミビ  
鳥インフルエン ザ  N8ture2005：437 ：1108  ルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見された。患者は予防生から開  

始し、のち高用土（治療量）授与され、回復した。高用量授与後はウイ  
ルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビ  
ル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。   
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鳥インフルエン  
感染症＊耶   ザ  

出典   

WHO  
http：／／ww肌Who、in  

t／c訂／don／2006＿0  

2＿21b／en／index．ht  

ml  

概要  トリインフルエンザの流行がアジア、アフリカ、ヨーロッパの国々に広  
がっている。2008年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した国は、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぽる。  

／くルポウイルスに急性感農儲のウイルス動態の再評価により  
／くルポウイル ス  

CHnlnfe（；tDis  

2005：41：120ト  

†203  

症状が  
早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

JVirot2006；80：  

322－331  
ウム（SD＄）によるプリオンの不活性化について  

検討した。ハムスターSo23丁プリオンおよぴヒト散優性クロイツフェルト・  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性＄D＄暴克による不活性化には、＄DS濃  
度、暴露期間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSG237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線lこ付着したヒトsCJDプリオンは酸性SD＄とオートクレープの併用で除  

去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

mis仙dhgcy¢l始即叩I伽ation）  NatMed2005；11  
982－さ85  法を自動化し、PrPs¢の増僻事を向上させた。標準的な検出方法で  

140PMCAサイクルで感度が郎00借上昇、2国連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPさ¢の抑00分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中Pr恥G検出に成功し  
た。血液中で打Pscが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵襲的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

伝達性海綿状脳症（TSE）におけるP貯を含む凝集体のサイズと、感染性  
及び変換活性との関係を嗣べたところ、14－28PrP分子に相当する凝集  
塊を持つ非線維粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  

示唆された。  

Nature2005；437  
25ト2¢1  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に捷  JVirot2005：乃：  

13794－1379¢  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはP貯re＄が検出され、海綿状変性が認められた。翼長類に  
CWDが感染した初めての報告である。   

96ページ  



感染症（PT   

異型クロイツ フェルトヤコブ 病  

出典   

NatMed2005：11  
1137－1138  

概要  イタリアのサッサリ地方で飼育されている818頭のヒツジについて明ベ  

たところ、そのうち261頸がプリオン病lこ対する感受性を与えるPrnp対立  
形質を有していた。7頚が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPScが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100頭削こついて乳腺を組織学的に嗣べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頭では乳腺においてPrPScが検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272】軌こついても同様の調査  
を行ったところ、1茸帥†同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPSGの沈着が予期せぬ組織lこ広がることが示さ  
れた。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

ProMED20060112  －0070  
月間統計によると2006年1月柑時点でCJD死亡患者総  

数（BSEと関連があると思われるvCJDを含む）は153例で、内訳はvGJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は8例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は柑9例で前月から変化はなかった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

英国保健省Pre＄S  

St8tem引1t  

http：／／www．hpa．0r  

g．uk／hp8／news／さr  

ticles／press∫el8a  

ses／200＄／060209  
＿房d．htm  

輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ケ  月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vcJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血策分画製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発癌し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約30人のうちの一人  

だった。対象者は全員vcJD暴零の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。   
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ゲ  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典   

JClinMi¢rObi01  

2005；43：5428－  

5434  

概姜   

米国で1987年から1拍6年の間にHIV感染小児患者57例から採取し、凍  
緒保存した末梢血単核細胞（P臼MO）と2002年から2003年に健常者明朗  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に慢性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。P8MCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

ウイルス感染  
ProMED20¢60205  －0040  ユニオン島では2008年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計さ万人  

に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  

コロナウイルス 感染  
SGience2005；  
310：876－678  液、糞、唾液を採取し、血清検体および集またlま唾液由来GDNAを、  

各々独立に、異なった方法で、二重盲検により分析した。その結果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸韓症候群（SARS）の病原体であるSAR＄  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非亨削こ近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学附こSL－CoVの範l附こ入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがS卜CoV群の一員であったことを示す。  

は呼吸器及び腸疾患に関連する可能性  

コロナウイルス 感染  
Cljn】nfe¢tDis  

2006；42：634－639  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  
考えられる。  

年から2003年にかけて発生したヒトと大型ま  
エボラ出血  

Nature2005；438：  

5丁5－57¢  長矧こおけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。書  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPGR腸性の動物は感薫から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前に検査されたためと思われる。   
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感染症薙昭  デング熱  
概要   

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ  
レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。  

デング熱  
骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  Blood2005；10¢：  

Abstract＃5331  後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL〉  
小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた6歳の少女は移植後5日目に全身紅班、6日日に発  
熟を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デングウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デングウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

ウエストナイル ウイルス  

朝日新聞2005年  

10月3日  

は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  
米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感  
染例である。  

ウエストナイル ウイルス  
CDC／MMWR  

2005； 54（DispatGh）：1－3  

米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  

名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから採取された血清および血  
凍サンプルの検査でWNV－1gM抗体、IgG抗体は腸性を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。  

2005年8月一9月にニューヨークとへqンシルハ●ニアで臓器移植を受けたレシピエン  

トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。臓界移植によ  
る感染は、ドナーの血液が核酸増幅紅旗陰性、IgM、IgG抗体陽性の場  
合にも起こる可能性がある。  

ウエストナイル  
ウイルス  

CDC  
httpノ／www．¢d¢．g  

ov／nGidod／dvbid／  

WeStnile／qa／廿ans  

fusion．htrTl  

重篤な8型肝炎を生じた  第47回日本臨床  
血液学会総会  
2005年9月り－19  
日  

B型肝炎  

症例を複数経験した。全例とも治療前のH8s抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。H鮎抗体および日日G抗体陽性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いHBVの再活性化が生じたと推測される。   
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1J‘  

感桑症洋間  B型肝炎  

出典   
第椚回日本鴎味  

血液学会総会  
2005年○月17－19  

日  

概要   

HB＄Ab陽性で、同種造血幹細胞移植をうけた患者  移植前HB＄Ag陰性、  
8例のうち1例が、移植後15ケ月で劇症8型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタリングする必要があると考えられる。  

B型肝炎  
第29回日本血液  

事兼学会総会  
2005年10月12－14  
日  

JClinMi¢rObio1  
2005；43：4413－  
4417  

日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  

症例の現状とその傾向について解析した。  

C型肝炎  

たところ、18例中り例で、唾液検体では陰性であったが、GGFでは  
HCV－RNAが認められた。また28例中20例で唾液中よりGCF中のHCV－  
RNA値が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

C型肝炎  
The43rdAnnual  
Meeti叩Of】DSA  
2005年10月6－9日  

＝碩た討手モ：嵩高㌘わ的訪夕前面ゐ癒着を寅仔翻  
C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにHCVに感  
染していた。複数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。  

E型肝炎  

英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  JMedVir012008；  
78：473－475  の病椀で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  

おり、通常は流行地への渡航鰍こ発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

2006／4／26  財団法人  
日本ポリ  
オ研究所  

経口生ポリオワクチン  ミドリザル腎 臓細胞  ミドリザル の腎臓  
ウイルス感染  

日本  
製造工程  

甘■  蕪‖  ProMED20080118 －0162  に罷患したと疑われている。最近、約5碩のサルの死亡が報告されてい  
る。医師によると約18例がサル熟であり、そのうち¢例が危篤である。  

2008／4／28  財団法人  
日本ポリ  
オ研究所  

財団法人  
日本ポリ  
オ研究所   

経口生ポリオワクチン  
ウシ血清  ウシの血液  

オーストラ  

リア、  

．．＿ユ‾  

ジーランド   

＿ユ■  

ジーランド   

製造工程   ・く5歳）が発見された。確足されれば、  
ProMED200802177 －0521  同国で初めての狂牛病例であり、世界で23番目のBSE感染国となる。  

2006／4／28  経口生ポリオワクチン  （5鏡）が発見された。確定されれば、  
ラクトアルブ ミン  

ウシの乳  

ProMED200¢0217 一っ521  同国で初めての狂牛病例であり、世界で23番目のβSE感染園となる。   
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生物由来成  分名 トリプシン  
報告者名   

財団法人  
日本ポリ  
オ研究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

一般名   

経口生ポリオワクチン  原材料名  ブタの膵臓  アメリカ、  
原産魯   カナダ  
含有区分  製造工程  受領旧  2006／4／26  

乾燥組織培養不活化A型肝  
炎ワクチン  

デオキシリ  ウシ膵臓  製造工程  
．．＿．ユ■－  

ジーランド  

ボヌクレアー ゼⅠ  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

大洋薬品  
工業株式  
会社  

リボヌクレ  
アーゼA  

ウシ膵臓  
アメリカ、  
カナダ、  
＿ユー■  

ジーランド  

中国  

製造工程  
乾燥組織培養不活化A型肝  
炎ワクチン  

ワクシニアウイルス接種家兎  

炎症皮膚抽出液  

野兎病  有効成分  
野兎病の原因菌であるFr訓1¢iさe‖atularensisの北米における分離株  

181について、遺伝学的および地理的多様性／くターンを嗣べた。i土伝学  
的には4つのグループに大別され、地理的分布に善が見られた。これら  
の分布は、特異的なべクター、野兎病の宿主などの地理的範囲と関連  
がある。  

慢性炎症性腎疾患が、感染性プリオンを尿中に排出する引き金になるか  

ワクシニア1  

イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

2005：11：1835－  Em8rgInfoctDi8  1841  

沢井製薬 株式会社  
ダルテパリンナトリウム  ダルテパリ  

ナトリウム  
ブタ小腸粘 膜  中国  蕪‖  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

有効成分  
有■  

Sci引1Ce2005： 310：324－326  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
捷種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はブリわの水平 ● 
感染へクトとなり、排泄臓儀の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

2006／4／26  沢井製薬  
株式会社  

ヘパリンカルシウム  
ブタ腸粘膜  

んⅥj シウム  

中国  
有効成分  

蕪‥  
フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

感染性ブリオンを尿中に排出する引き金になるか  有■  SGienGe2005：  
310：324－326  検討した。リンパ球性腎磯を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  

接種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はブリわの水平  
感染へ’クトとなり、排泄臓器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

高田製薬  
株式会社  

ウリナスタチン  
ヒト尿  

中国  
有効成分  

蕪‥  
異型クロイツ フェルトヤコブ 病  

が、感染性ブリオンを尿中に排出する引き金になるか  
●  

有  
ウリナスタチ ン  

Sく；ience2005；  

310：324－326  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
樟種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はプリオンの水平  
感染へ●クトとなり、排泄臓器の炎症はプリオンの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。   
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感染症拝唱  

含有区分  有効成分  
報告者名   

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

一触名   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

原材料名   

ウシ肺臓  受理日  2006／5／1  

2006／5／1  
ポルヒール  

乾燥濃縮人活性化プロテイン  

C  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因  
子  

乾燥スルホ化人免疫グロブリ  
ン  
J＿J、ゞt■「■▲・＿－t・■■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

人血清アル  
ブミン  

米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  ヒト血液  
日本  蕪‾■   

ウエストナイル  

ウイルス  
CDC／MMWR  
2005：  
54（Oispatch）：1－3  

（2005年10月5日）  

＊有効成  

分  
＊以外：  

添加物  

常－  

例中3例に酉ナイルウイルス（WNV）感染が確認された。ドナーから採取  
された血清および血焚サンプルの検査でWNV－1gM抗体、旭Q抗体は喘  
性を示したが、WNV－RNAは陰性であった。  

パルボウイル ス  
Emerglnf8CtDis  
2006；12：15卜154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血姥はヨ一口ツ′くと  

北アメリカで集められたものである。その綽果、137プール中7例が  
PARV4およびPARV5に陽性であった。  

①フィブリノゲン加第ⅩⅡ固  財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

トロンビン  ヒト血液  
日本  

ウエストナイル ウイルス  
CDC／MMWR  
2005：  
54（Dispat¢h）：卜3  

（2005年10月5日）  

米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  て．甘有新  
成分  
②製造工  
程  

例中3例に西ナイルウイルス（WNV）感染が確認された。ドナーから採取  
された血清および血奨サンプルの検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は儒  
性を示したが、WNV－RNAは陰性であった。  

子 ②乾燥濃縮人活性化プロテイ ンC ③トロンビン  

パルボウイル ス  ＼てPCR法により／くルポ  Eme曙】nfeGtDis  

2006；12：151－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血矧まヨ一口ツ／くと  
北アメリカで集められたものである。その精巣、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ偶性であった。  

米酉で共通のドナーから臓器移植を受lナたレシピエント4  
フィブリノゲン加東Ⅹ皿因子  

人血液凝固  
第ⅩⅢ因子  

ウエストナイル  
ウイルス  

CDC／MMWR  
2005；  
54（D和泊tCh）：卜3  

（2005年10月5日）  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

ヒト血液  
日本  

有効成分   

例中3例に酉ナイルウイルス（WNV）感染が確認された。ドナーから採取  
された血清および血紫サンプルの検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は陽  
性を示したが、WNV－RNAは陰性であった。  

／くルポウイル  

ス  

Emerg】nfe¢tDis  

2008：12：15ト154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血兼lまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。   
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正章   

●■■■■■▲■●■■●－●■一－－●■一－－－－－－－●－－一一●－－●－■－－■－一一｛－■■  

米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  

感桑症洋耶   

ウエストナイル  

ウイルス  

出典   

CDC／MMWR  
2005：  
54（Di叩atCh）：卜3  

（2005年10月5日）  

農産落  日本  
含有区分  原材料名   

ヒト血液  

報告者名   

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

一般名   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  受理日  200¢／5／1  

例中3例に酉ナイルウイルス（WNV）感染が確認された。ドナーから搾取  
された血清および血焚サンプルの検査でWNV－1gM抗体、IgG抗体は陽  
性を示したが、WNV－RNAは陰性であった。  

／くルポウイル  

ス  

Emerglnf¢GtDi8  

2008；12：151－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血紫はヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およびP＾RV5に陽性であった。  

ー■●■－t■l■ －●－－■一●－■●■●■■■－－－－一－－■■■■■－－－－－－－■■●■■一■■●■■●  

27日～¢月7日までカンボジアに行き、8月10日～8月13日ま  
感染  有効成分  ヒトの肝臓  

日本  
沈降B型肝炎ワクチン 14細胞由来）  

HB8抗原た  明治乳業  
株式会社  

仏SR2005；2＄：  

306－307  でハ／くロフスクに行っていた丁4醜男性が、帰国後の¢月17日頃より噴、  
発熱などを呈し入院した。耳介の腫癖より、マダニ刺岐症と考えられ、ラ  
イム病と診断された。病原体はBo汀eliavalaisねna近縁種であった。  
Bo門IiavaI融由na近縁種による感染例は世界で初めてである。  

ん自賢 （huGK一日細 胞由来）  

■●■●■■－■■▼■－■■■－■－■一－－－－－tt■－－－－－－一一－－－－－－一一一－－一－－－■－●●－●■－一●  

平成17年8月以降、高病原性鳥インフルエンザが確認された茨城県及  
厚生労働省 平成  

18年1月10日  
http：／／仰〝l〝一mhlw．  

gojp／hく〉udou／200  

¢／01／hOllO－  

4．html  

鳥インフルエン ザ  び埼玉県の養鶏欄の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の  
有無を確認するために健康状儲及びウイルス検査を実施したが、イン  
フルエンザ様症状を示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検  
査の結果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回  
抗体検査と第2回抗体検査との間で嶋以上の抗体価上昇が15例で見  
られた。全体としては353名中77名が陽性と判定された。  

一■●■一－●■■●－●■－－■■－一一一一－－－－－一－－－－一一■■■■●■  

、  約2週間にわたり、胆管炎によると思われる発  
細菌感染  

種々の抗菌薬が効かず  
lASR2006：27： 15－16  熟を繰り返した81鰻の女性から、敗血症の起因菌としてAr00b鵬tOr  

butzloHを分秒同定した。日本で初めてのヒトからの検出例である。  

ー■■－■●■●－一●■－■●■－●－－－■■－－－－－●－－■一－－－－－－－－一一■－●－－■■■－●■一■■■－■ 2004年12月に呼吸田難、意識原書で入院した9ケ月の男児の便からE  

型ボツリヌスキ素とE型ボツリヌス産生性Clo＄tridiumbutyricumが検出  

され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査中頼儒、  
患者自宅の風眉排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で  
初d）てのC．butyriGumによる乳児ボツリヌス症と考えられる。   

ボツリヌス中寺  
仏SR2008；27：  

4¢－48  
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